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有松病院

あなたにそっと寄り添い、
サポート有松病院。

産　科 婦人科 小児科

※ （産婦人科）木曜日の午後は、手術が行なわれる場合がありますので、
　 お電話でご確認ください。
※ （小児科）乳児健診：火曜日 午前9：00～11：00／木曜日 午後2：00～4：00

●・・・小児科●・・・産婦人科

月

午前 9：00～12：00 ● 休 ● ● ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 休 休

● 休 ● ● 休 休 ●
※

● ● 休 休 休 休 休午後 2：00～17：30

火 水 木 金 土 日・祝

診察時間

有松病院 QRコードから→

※相談内容、所要時間により追加料金あり　※治療にてお薬を処方の場合は別途追加料金あり

産後デイサービス、ショートステイ（宿泊）も実施しています。
詳しい内容、料金については、お問い合わせください。

1件につき 2,000円
（1時間程度）

当院で分娩
された方

他院で分娩
された方

1件につき 3,000円
（1時間程度)

お産後のお母さんの体の回復と赤ちゃんの健やかな成長をお手伝いします。
他院で出産された方も大歓迎です。

産後ケア外来

サポート
●授乳の仕方（様々な授乳の姿勢）
●授乳介助（抱き方、吸わせ方）
●乳房マッサージ
●母乳不足時のケア
●母乳が足りない時のミルクの足し方のご相談

●乳房が張りすぎて痛む時のケア
●乳腺炎のような症状がある時のケア
●赤ちゃんの成長・発達チェック
●栄養評価からの授乳のアドバイス

●●卒乳のご相談卒乳のご相談
●育児相談
●お風呂の入れ方の入れ方
●子育ての仕方

助産師　柴田 美奈子さん

料　

金

スタッフ体験談スタッフ体験談
私が長女を妊娠したのは、社会
人として3年が過ぎた頃でした。
当時母親としての自覚などまだ芽
生えていなかったのだと今は思い
ます。仕事も私生活もがんばりた
くて、妊娠中は切迫早産の状態で
した。産休に入ってすぐ、予定日よ
り1ヶ月も早く破水し、2192gとい
う小さな身体で長女は生まれま
した。たくさん病気をして、成長も
ゆっくりで…。助産師なのに私は
何をしているんだろう。と何度も
自分を責め、何度も長女に申し訳
なく思いました。しかし、長女は
日々成長してくれました。ゆっくり
彼女のペースで。そしてゆっくりと
私を母親にしてくれました。そん
な長女が愛おしくてたまりませ
ん。今では、長女も中学3年生。妹
や弟の面倒もみて、私を助けてく
れる頼もしい存在となりました。
これからも子育てでまだまだ悩む
ことも多いでしょうが、子どもたち
の笑顔を励みに日々一緒に成長
していきたいと思います。

助産師
古江 淳子さん

私には3人の子どもがいますが、長女を出産したのは24年前の事で
す。初めての妊娠ということもあり嬉しさが先で、楽しいマタニ
ティーライフを過ごせたような気がします。出産の時は辛い陣痛に
耐えながら全開大したと聞いた時はほっとしたせいか、分娩室では
微弱陣痛となり、点滴誘導し最後は吸引分娩となりましたが、丸々
とした元気な我が子を見た時は、無事に産んであげれて良かったと
安堵した事を覚えてます。子どもが3人いると、それぞれ大変なこと
もありますが、楽しい事や幸せなことも3倍です。成長と共に迷う事
や涙した事もたくさんありましたが、幸い私は母や周囲、そして職場
のサポートがあったので乗り切れたのだと思います。今後は周囲へ
感謝しながら、子育てで培った経験を仕事に生かせる事ができれ
ばいいと思っております。

看護師病棟主任
本多 美枝子さん

女性として一生の中で一番といっていい
ほど出産は一大イベントです。心身共に不
安定になりがちな産後の大切な時期を、
サポートし育児支援を行うのが産後ケア
です。当院でも産後ケアへの取り組みを
行っており、産後デイサービス・ショート
ステイの利用が可能です。乳房マッサー
ジや、育児相談など多岐にわたりサポー
トを実施しております。育児に戸惑うお母

さん方のよりどころとなれるよう日々努力を重ねています。「家族以上の温愛の心、即
ち一燈の心をもって接する・・・」これは当院の病院理念の一文です。笑顔でゆっくり
“お母さん”になれるようスタッフ一同、誠心誠意接していきたいと思います。

産後ケアリーダー 助産師
入口 紀子さん

看護師
平原 真弓さん

私は現在22才、20才の娘13才の
息子の母です。夜勤をしながらの
子育ては本当に大変で子どもに
は心細い思いをさせたこともあり
ました。毎日目が回るくらいの大
変さ、いつまでこんな日が続くの
だろうと思う事もありましたが子
どもとの楽しい思い出も沢山でき
ました。そんな中、娘が看護師に
なりたいと言ってくれたのです。長
女は4月から新人ナース次女は来
年の国試に向け勉強中です。長女
の合格を聞いた時は嬉しくて、子
育てが一人終わってホッとしたと
同時に寂しい気持ちにもなりまし
た。もっとこの子にしてあげられた
事があったのではないかと、その
時は必死だったのですが、親とし
て何かをしてあげられる時間は限
られています。その時にしかでき
ない事を精一杯全力でできる時
間はとても貴重な時間だったんだ
なと今は思えます。私も、まだ子育
て真っ只中、悔いのないようそして
楽しく頑張ろうと思ぃます。

私は二人の子どもがいますが、初めての育児は「なぜ寝てくれないの？」「なぜ泣き止まないの？」と、戸惑いながら
の毎日で、周りから「助産師でしょ？」と言われ落ち込む事もありました。でも、思い通りにならなかった体験は、あ
の時の自分のように悩んでいるお母さんたちに寄り添い助けたいという気持ちの原動力になっています。
入院中、なかなか泣き止まない我が子に戸惑っていたお母さんたちも、抱っこや授乳のコツをつかみ少しずつ育児
に慣れ、笑顔で退院していかれます。ですが、退院後もお母さんたちの悩みや不安は続きます。ネットの情報だけで
全ては解決しません。周囲には相談できる人、場所があります。私も少しでもお役に立てればと思っています。


